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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 393 7.7 △212 ― △221 ― △1,280 ―
26年3月期第2四半期 365 △59.2 △113 ― △129 ― △100 ―

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 △1,280百万円 （―％） 26年3月期第2四半期 △100百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 △26.09 ―
26年3月期第2四半期 △2.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第2四半期 106 △560 ―
26年3月期 893 502 56.2
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 △560百万円 26年3月期 502百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― ― ― 0.00 0.00
27年3月期 ― ―
27年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
当第１四半期連結累計期間に多額の特別損失の計上し重要な四半期純損失を計上し、立ち上げを準備していた事業の見直しが必要であることや、経済情勢
や消費税率引き上げによる需要の反動減から飲食事業等の既存事業の業績についても慎重に見直しを要するとの判断から、正確な影響数値が判明次第、速
やかに業績予想の修正について発表させていただく予定でございます。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 ― ― ― ― ― ― ― ― ―



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の利用にあたっての注意事項等については、添付資料
２ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 50,993,900 株 26年3月期 46,426,100 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 12,262 株 26年3月期 9,801 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 49,061,230 株 26年3月期2Q 33,567,949 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国経済が堅調に推移したものの、中国・ブラジルなどの新興国

経済の成長鈍化や欧州経済における政情不安などから先行き不透明な状況が続きました。

一方、わが国経済は、企業収益や雇用情勢に改善の動きが広がり、景気は緩やかに回復しましたが、個人消費につ

いては、円安を背景にガソリン価格や電気料金を含めた諸物価の上昇などにより伸び悩みました。

このような状況の中、当企業グループは、前連結会計年度に引続き、投資先企業の各事業活動の精査を行い、経営

資源の選択と集中を行いました。この一環で、食品事業とのシナジー効果の期待が薄いベジラボ事業を第三者へ譲渡

し、株式会社ベジスタを中心とする食品事業、株式会社テクノメディアを中心とするデジタルメディア＆マーケティ

ング事業へ経営資源を集中的に投下して参りました。

しかしながら、上記子会社からの収益確保の体制は不安定であるため、当企業グループの経営成績に関して、厳し

い状況が続いている状況であります。

このような結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は393百万円（前年同四半期比7.7％増）、営業損失は212

百万円（前年同四半期は営業損失113百万円）、経常損失は221百万円（前年同四半期は経常損失129百万円）、四半期純

損失は1,280百万円（前年同四半期は四半期純損失100百万円）となりました。

①食品事業

食品事業は、飲食店の運営によるものであります。

当第２四半期連結累計期間の食品事業の業績は売上高84百万円（前年同四半期比28.3％増）、営業損失７百万円（前年

同四半期は営業損失６百万円）となりました。

②デジタルメディア＆マーケティング事業

デジタルメディア＆マーケティング事業は、WEBを用いたコンテンツ提供を行うものであります。

当第２四半期連結累計期間のデジタルメディア＆マーケティング事業の業績は売上高308百万円（前年同四半期比3.1

％増）、営業損失10百万円（前年同四半期は営業利益３百万円）でありました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末から787百万円減少し、106百万円となりました。

これは、長期未収入金が712百万円増加した一方で、現金及び預金が195百万円減少、減損損失の計上により有形固定

資産が36百万円、ソフトウェア及びソフトウェア仮勘定が50百万円、のれんが40百万円の減少及び貸倒引当金の計上

による減少が732百万円あったこと等によるものです。

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末から274百万円増加し、666百万円となりました。

これは、偶発損失引当金の計上による増加100百万円、訴訟損失引当金の計上による増加35百万円、債務保証損失引

当金の計上による増加30百万円、未払金の増加28百万円、未払費用の増加11百万円等によるものです。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末から1,062百万円減少し、560百万円の債務超過

となりました。これは、新株予約権の行使により資本金及び資本剰余金が212百万円増加、四半期純損失を1,280百万

円計上したこと等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成27年３月期通期の業績予想（連結・個別）について見直しが必要であると認識しております。

　当第１四半期連結累計期間に多額の特別損失の計上し重要な四半期純損失を計上し、立ち上げを準備していた事業の

見直しが必要であることや、経済情勢や消費税率引き上げによる需要の反動減から飲食事業等の既存事業の業績につい

ても慎重に見直しを要するとの判断から、正確な影響数値が判明次第、速やかに業績予想について発表させていただく

予定でございます。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（注）当第２四半期連結会計期間より、㈱旅籠は支配力基準により実質的に支配していると認められなくなったた

め、第２四半期連結会計期間期首より連結の範囲から除外しております。

詳細については、平成26年11月14日に別途開示いたしました、「連結子会社の異動（連結除外）に関するお知

らせ」をご覧ください。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、営業活動によるキャッシュ・フローが数期にわたりマイナスであり、第２四半期連結累計期間

においても212百万円の営業損失を計上することになりました。また、第１四半期連結累計期間において多額な特

別損失を計上し重要な四半期純損失を計上した結果、当社グループは第１四半期連結会計期間末に388百万円の債

務超過に陥ることとなり、当該状況は当第２四半期連結会計期間においても継続し、当第２四半期連結会計期間末

には560百万円の債務超過の状況になっております。

また、当社グループは運転資金及び事業規模拡大のための投資資金を外部調達によって賄う体質が継続しており

ます。

これらにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

今後、当該状況を解消するため、まず、当社事業の選択と集中を行い、当社が主幹と考える事業へ経営資源を集

中的に投下することにより経営の効率化を図り、売上を拡大すること及びコスト削減することへ繋げることで、収

益性を向上させ営業キャッシュフローの黒字化を図って参ります。また、資金調達により財務体質の改善及び資本

の増強を図り、当社が主幹と考える事業とシナジー効果のある事業へ投資を行うことで、更なる利益とキャッシ

ュ・フローを生む事業へと発展させて参ります。これらを着実に実行して行くことで、営業キャッシュ・フローの

継続的な黒字化及び財務体質の改善並びに資本の増強を図り、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせている状況

及び債務超過の状況を喫緊に解消する計画であります。

しかしながら、当社グループの事業は、国内の景気、消費動向等の影響を受け、期待通りの成果が出るか否かに

ついてはリスクを伴い、実現できない可能性があるため、現時点では、継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められます。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 204,037 8,818

受取手形及び売掛金 27,760 22,573

商品及び製品 2,678 ―

原材料 383 ―

未収入金 4 3,582

未収消費税等 12,937 8,364

前払費用 52,095 7,108

預け金 88,011 ―

短期貸付金 20,000 10,000

営業保証金 270,000 ―

その他 9,337 13,527

貸倒引当金 △131 △3,042

流動資産合計 687,113 70,933

固定資産

有形固定資産 36,337 ―

無形固定資産

のれん 40,974 ―

ソフトウエア 2,634 ―

ソフトウエア仮勘定 47,619 ―

無形固定資産合計 91,227 ―

投資その他の資産

長期前払費用 11,061 ―

長期未収入金 ― 712,300

関係会社株式 ― 0

破産更生債権等 95,463 113,109

差入保証金 67,741 35,093

貸倒引当金 △95,463 △825,409

投資その他の資産合計 78,803 35,093

固定資産合計 206,368 35,093

資産合計 893,482 106,026
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 16,782 21,939

短期借入金 86,000 106,037

役員からの短期借入金 3,000 ―

1年内返済予定の長期借入金 13,213 10,003

未払金 136,027 164,587

未払費用 7,231 18,321

前受金 19,325 28,435

未払法人税等 26,351 61,670

偶発損失引当金 ― 100,000

債務保証損失引当金 ― 30,000

その他 10,407 20,737

流動負債合計 318,340 561,733

固定負債

長期借入金 17,178 15,684

長期預り金 4,900 4,900

訴訟損失引当金 42,022 78,006

資産除去債務 8,878 6,158

固定負債合計 72,978 104,748

負債合計 391,318 666,482

純資産の部

株主資本

資本金 1,719,783 1,829,410

資本剰余金 1,573,029 1,675,941

利益剰余金 △2,788,375 △4,063,428

自己株式 △2,273 △2,380

株主資本合計 502,164 △560,456

純資産合計 502,164 △560,456

負債純資産合計 893,482 106,026
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 365,153 393,170

売上原価 267,608 286,438

売上総利益 97,544 106,731

販売費及び一般管理費 211,304 319,000

営業損失（△） △113,760 △212,268

営業外収益

受取利息 232 198

貸倒引当金戻入額 3,449 1,600

その他 2,113 403

営業外収益合計 5,796 2,201

営業外費用

支払利息 664 1,795

資金調達費用 21,215 -

雑損失 - 10,128

営業外費用合計 21,880 11,923

経常損失（△） △129,844 △221,990

特別利益

債務免除益 33,310 3,780

特別利益合計 33,310 3,780

特別損失

固定資産除却損 239 1,273

貸倒引当金繰入額 - 712,300

減損損失 - 171,498

子会社株式売却損 2,475 -

事業譲渡損 - 10,043

訴訟損失引当金繰入額 - 35,984

偶発損失引当金繰入額 - 100,000

債務保証損失引当金繰入額 - 30,000

特別損失合計 2,714 1,061,099

税金等調整前四半期純損失（△） △99,248 △1,279,310

法人税、住民税及び事業税 857 820

法人税等合計 857 820

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △100,105 △1,280,130

四半期純損失（△） △100,105 △1,280,130
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △100,105 △1,280,130

その他の包括利益 - -

四半期包括利益 △100,105 △1,280,130

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △100,105 △1,280,130

決算短信 （宝印刷）  2014年11月14日 11時24分 8ページ （Tess 1.40 20131220_01）



グローバルアジアホールディングス株式会社(3587) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

9

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △99,248 △1,279,310

減価償却費 785 3,598

のれん償却額 5,121 5,121

減損損失 - 171,498

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,449 713,611

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） - 35,984

債務免除益 △33,310 △3,780

事業譲渡損益（△は益） - 9,043

偶発損失引当金の増減額（△は減少） - 100,000

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） - 30,000

受取利息及び受取配当金 △232 △198

支払利息 664 1,795

売上債権の増減額（△は増加） △523 5,032

たな卸資産の増減額（△は増加） 2 765

未収入金の増減額（△は増加） 94,140 △141,566

未収消費税等の増減額（△は増加） 11,226 4,572

差入保証金の増減額（△は増加） - △1,000

営業保証金の増減額（△は増加） △220,000 -

破産更生債権等の増減額（△は増加） 3,449 1,600

仕入債務の増減額（△は減少） △60,455 5,156

未払金の増減額（△は減少） △80,354 64,573

未払費用の増減額（△は減少） 1,490 13,037

子会社株式売却損益（△は益） 2,475 -

固定資産除却損 239 1,273

その他 △19,918 33,910

小計 △397,897 △225,279

利息及び配当金の受取額 232 198

利息の支払額 △384 △486

法人税等の支払額 △34 △781

使途不明の支出 - △192,300

営業活動によるキャッシュ・フロー △398,083 △418,649

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △665 -

無形固定資産の取得による支出 - △1,388

貸付けによる支出 △20,000 -

事業譲渡による支出 - △709

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による収入

12,908 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却
による支出

△77,315 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △85,071 △2,098
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △28,000 17,837

長期借入金の返済による支出 △3,920 △4,704

株式の発行による収入 386,640 210,118

新株予約権の発行による収入 - 2,420

自己株式の取得による支出 △213 △107

自己新株予約権の取得による支出 △2,365 -

財務活動によるキャッシュ・フロー 352,141 225,566

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △131,013 △195,182

現金及び現金同等物の期首残高 244,343 204,037

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 - △36

現金及び現金同等物の四半期末残高 113,329 8,818
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当社グループは、営業活動によるキャッシュ・フローが数期にわたりマイナスであり、第２四半期連結累計期間に

おいても212百万円の営業損失を計上することになりました。また、第１四半期連結累計期間において多額な特別損失

を計上し重要な四半期純損失を計上した結果、当社グループは第１四半期連結会計期間末に388百万円の債務超過に陥

ることとなり、当該状況は当第２四半期連結会計期間においても継続し、当第２四半期連結会計期間末には560百万円

の債務超過の状況になっております。

また、当社グループは運転資金及び事業規模拡大のための投資資金を外部調達によって賄う体質が継続しておりま

す。

これらにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

今後、当該状況を解消するため、まず、当社事業の選択と集中を行い、当社が主幹と考える事業へ経営資源を集中

的に投下することにより経営の効率化を図り、売上を拡大すること及びコスト削減することへ繋げることで、収益性

を向上させ営業キャッシュフローの黒字化を図って参ります。また、資金調達により財務体質の改善及び資本の増強

を図り、当社が主幹と考える事業とシナジー効果のある事業へ投資を行うことで、更なる利益とキャッシュ・フロー

を生む事業へと発展させて参ります。これらを着実に実行して行くことで、営業キャッシュ・フローの継続的な黒字

化及び財務体質の改善並びに資本の増強を図り、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせている状況及び債務超過の

状況を喫緊に解消する計画であります。

しかしながら、当社グループの事業は、国内の景気、消費動向等の影響を受け、期待通りの成果が出るか否かにつ

いてはリスクを伴い、実現できない可能性があるため、現時点では、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め

られます

なお、四半期連結財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成25年３月４日付で、第三者割当による第４回新株予約権を8,850個発行し、当第２四半期連結累計期

間に3,222個行使され、払込を受けました。この結果、当第２四半期連結累計期間において、資本金及び資本準備金

が389,410千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が1,469,442千円、資本剰余金が1,335,537千円

となっております。

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成26年６月13日付で、第三者割当による第５回新株予約権を45,678個発行し、当第１四半期連結会計

期間に45,678個行使され、払込を受けました。この結果、当第２四半期連結累計期間において、資本金及び資本準

備金が212,539千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が1,829,410千円、資本剰余金が1,675,941

千円となっております。又、当第２四半期連結累計期間に重要な四半期純損失を計上した結果債務超過となってお

ります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計

食品事業
デジタルメディ
ア＆マーケティ

ング事業
計

売上高

外部顧客への売上高 66,050 299,102 365,153 ― 365,153

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 66,050 299,102 365,153 ― 365,153

セグメント利益又は損失（△） △6,449 3,110 △3,339 ― △3,339

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

損失 金額

報告セグメント計 △3,339

「その他」の区分の利益 ―

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △110,421

四半期連結損益計算書の営業損失 △113,760

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

「デジタルメディア＆マーケティング事業」セグメントにおいて、株式会社テクノメディアの株式を取得し、連結

子会社としたことに伴い、のれんの金額が増加しております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間においては46,095千円であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計

食品事業
デジタルメディ
ア＆マーケティ

ング事業
計

売上高

外部顧客への売上高 84,710 308,460 393,170 ― 393,170

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 1,400 1,400 ― 1,400

計 84,710 309,860 394,570 ― 394,570

セグメント損失（△） △7,246 △10,438 △17,684 ― △17,684

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

損失 金額

報告セグメント計 △17,684

「その他」の区分の利益 ―

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △194,584

四半期連結損益計算書の営業損失 △212,268

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「食品事業」及び「デジタルメディア＆マーケティング事業」セグメントにおいて、事業資産の収益性の低下がみ

られるため減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては「食品事業」129百万円、「デジタルメディ

ア＆マーケティング事業」１百万円であります。

(のれんの金額の重要な変動)

「デジタルメディア＆マーケティング事業」セグメントにおいて、(株)テクノメディアの当初事業計画で想定した

超過収益力が認められなくなったため、のれんの減損損失35百万円を計上しております。
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